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1月 25日（土）に東大阪市立男女共同参画センター（イコーラム）にて、東大阪市教育フォーラムを開催し、

本市の学校教育における重点的な取組みと、その成果と課題について共有することができました。当日の様子は

2月 15日(土)～3月 28日(金)の期間、オンデマンド配信する予定です。＜2月中旬ごろより市の申込専用ウェブ

サイトから申込可能です＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
       参加者によるアンケート結果 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

東大阪市教育委員会 学校教育推進室  令和７年２月４日 

〒577-8521 東大阪市荒本北一丁目 1番 1号 TEL06－4309－3268 

   令和６年度 東大阪市教育フォーラム 

      ～意識が変わる 授業が変わる 子どもが変わる～ 

 

【第Ⅰ部】 

「『新たな学び』への転換をめざして」 

～夢 TRY科と STEAM探究教育の取組みから考える～ 

参加者の感想 

●児童や生徒たちの生き生きとした発表の様子が、取組みのすべてを 

物語っているように思います。自分たちの学習した成果が世の中の役 

に立っていることが実感できるのが、何より一番。（教職員より） 

●学びは、就学前教育から始まっていることを、コーディネーターの先生 

が伝えてくださり、また改めて子どもの声や視線を逃さず、園での遊び 

の時間を大切にしなければならないと強く思いました。（教職員より） 

●子どもたちの発表が良かった。発表内容から子どもたちが主体的に動き、 

提案、調査、発表という一連の形を作りあげる姿を見られて感動しました。（保護者より） 

（保護者より） 

【第Ⅱ部】 

文部科学省 学校 DX戦略アドバイザー 新保 元康 様 水谷 年孝 様 大城 智紀 様による 

パネルディスカッション 

東大阪市では「探究と対話」「トライ＆エラー」をキーワードに教育活動を進めており、３名のみなさまの

パネルディスカッションでは、本市において、探究的な学びを進めるうえでの指針についてご示唆いただ

きました。 

 参加者の感想 

●東大阪だけでなく、北海道から沖縄までの全国の学習の 

取組みなどを知れて良かったです。実際に探究的な 

学びを実践されて、成功している事例を実際の動画で 

見せてもらい、やはり子どもたちには無限の可能性が 

あることを再認識しました。（保護者より） 

●学び方を指導し探究のサイクルを子どもたちが回すことで、教師が説明しなくても自己選択をはかり、

情報収集し、自ら主体的に問題解決を図る態度の育成につながることや、探究的な学びは学級としての

基本的な土台の上に成り立つものであることを理解し、得心しました。（教職員より） 

児童生徒（市立小中学校）による発表 

教職員（市立小中学校）による報告 



 

 

 

 

 
 
 
 
今年度も獣医師による出前授業を開催しました。この事業は、一般社団法人東大阪市獣医師会と教育委員
会が連携し、ウサギの飼育活動をしている学校園の子どもたちを対象に平成１６年度から実施しています。 
 
最初に、獣医師の先生から、ウサギの性質や特徴、接し方、仕草や

行動からわかるウサギの気持ち、人間と同じ大切な「いのち」があるこ
と等に関して、クイズを取り入れながら楽しく説明していただきました。 
子どもたちは、日ごろ大切にしているウサギについての様々なお話

を真剣に聴き、クイズにも積極的に答えていました。 
 

  その後、飼育しているウサギの「心
音」を聴かせてもらいます。 
子どもたちは、聴診器から伝わって

くる心臓の鼓動を確認し、その音と鼓
動の速さに、とても驚いた様子でした。 

 

動物の温かさを感じ、その鼓動を聴くことは、「いのち」を直に感じる貴重な
体験となります。自分たちが預かる「いのち」の大切さについて改めて実感でき、
飼育するために正しい知識が必要だということも教えていただいたことで、これ
からも動物たちを大切に飼育していく気持ちを強くしてくれたことと思います。 
 

この経験を通して、自他を慈しみ、生命を尊重する心、責任や役割の自覚、
生物に関する興味・関心など、豊かな心が育まれることを願っています。 

 
 
 
 

 

〈獣医師による授業〉 

実施校 

石切小・英田北小 

〈ウサギの心音を聴く様子〉 

「いのち」に学ぶ 

獣医師による出前授業 

 

愛ガード協力員さん、いつもありがとうございます 

 
愛ガード協力員さん、いつも子どもたちのために本当にありがとうございます。 

愛ガード運動は「地域の子どもは地域で守る」を合言葉に、今年で２０年目を迎えます。地域のボラン

ティアの方々に愛ガード運動協力員として、子どもたちの登下校園時等における見守りや見回り、交通安

全活動を中心とする安全確保にご協力いただいております。 

毎日、子どもたちのために通学路に立ち、安全確保とともに温かい声かけをしてくださっている愛ガード

協力員さんには、本当に感謝の気持ちでいっぱいです。各学校においては、感謝の集いや学校行事への

招待など、工夫しながら感謝の気持ちを伝えさせていただいています。また、２月２０日(木)には「愛ガード

運動推進事業 20周年記念式典」を開催させていただきます。 

愛ガード協力員のみなさまにおかれましては、まだまだ寒い日が続きますが、ご自愛いただき、無理の

ない範囲で、今後も子どもたちの安全確保、見守り活動にご協力をお願いいたします。 


